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令和６年度入学者募集要項 

１  募 集 定 員  

  全日制課程 

    総 合 ビ ジ ネ ス 科・・・・・  ３学級  １２０名 

    情 報 ビ ジ ネ ス 科・・・・・  ２学級   ８０名 

    国 際 ビ ジ ネ ス 科・・・・・  １学級   ４０名 

    生 涯 ス ポ ー ツ 科・・・・・  １学級   ４０名 

                          計  ７学級  ２８０名 

２  募 集 区 域  

    総 合 ビ ジ ネ ス 科： 県 全 域 

    情 報 ビ ジ ネ ス 科： 県 全 域 

    国 際 ビ ジ ネ ス 科： 県 全 域 

    生 涯 ス ポ ー ツ 科： 県 全 域 

３  学 科 の 目 標  

  総 合 ビ ジ ネ ス 科： ビジネスの諸活動に対応できる基本的なビジネスマナーとビジネススキルの 

専門知識および技術の習得を目指す。１年生では簿記，情報処理、ビジネス・

コミュニケーションなどビジネスに関する基本的な科目を幅広く学び，２年生

ではマーケティングなどを中心に学習する。３年生では，販売実習などを通し

てビジネスの実践に対応できる人材の育成を目指す。 

 

情 報 ビ ジ ネ ス 科： 情報処理に関する基礎的な知識や技術の育成を図る。また、マルチメディア

を活用した表現力、情報倫理に関しての判断力を身につけ、グローバルな

高度情報通信ネットワーク社会の構築を目指して、自ら学び、ビジネスの 

創造と発展に主体的かつ協同的に取り組む態度を育成することを目指す。 

 

  国 際 ビ ジ ネ ス 科： 国際社会におけるビジネス活動において、活躍できる人材の育成を目指す。

必要とされる基礎的な知識の習得及び英語・中国語を基本とした外国語

能力の育成を図る。本学科の特色として２年生では研修旅行を実施し、 

実践的な英語力、コミュニケーション能力の育成を目指す。 

 

  生 涯 ス ポ ー ツ 科： 生涯を通してスポーツを継続し、スポーツの推進及び発展に寄与するための

幅広い知識や高度な技術、リーダーとしての資質能力の習得を目指す。また、

体育・スポーツに関する専門科目を中心に、スポーツの多様な意義や見方・

考え方に触れるとともに、商業科目の履修により、「ビジネス社会に通用する

スポーツ人」としての資質を育むことを目指す。 

 

４ 本要項に記載されていない事項については、すべて令和６年度の「沖縄県立高等学校全日制・定時制

課程入学者選抜実施要項」によるものとする。 
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推 薦 入 学 

 

１  出 願 資 格  

 

沖縄県内の中学校等を募集年度の３月に卒業又は修了(以下「卒業」という。) 見込みの者で、

推薦入学志望学科に対する目的意識が明確であり、かつ、当該学科への興味、関心及び適性を  

有し、中学校長が推薦する者。 

 

２  出 願 要 件  

 

   次の（１）又は（２）の要件を満たしている者 

 

（１）次に掲げる諸活動の実績等について自分を表現すること（以下「自己表現」という。）ができる

こと。なお、当該活動の実績については、実績ごとに証明する資料（賞状や認定証等）の写し 

（Ａ４版・縮小可・両面可）を各１枚ずつ提出（計５枚以内）すること。（例：資格取得等の活動に

て、日英検４、３級取得であれば「３級」を、別途漢検３級取得もあれば「英検３級と漢検３級」

の写しを提出して下さい。） 

 

ア 文化活動 

イ スポーツ活動 

ウ 社会活動 

エ ボランティア活動 

オ 資格取得等の活動 

 

（２）次に掲げる分野について表現すること（以下「個性表現」という。）ができること。 

 

ア 音楽、美術及び書道等の芸術分野 

イ 文芸、研究等の分野 

ウ 舞踊、創作ダンス、手話等の身体的活動を伴う分野 

エ 留学等の体験的分野 

 

 

３  募 集 人 員  

    総 合 ビ ジ ネ ス 科・・・・（ 募集定員の３０％程度 ） 

    情 報 ビ ジ ネ ス 科・・・・（     〃      ） 

    国 際 ビ ジ ネ ス 科・・・・（     〃      ） 

    生 涯 ス ポ ー ツ 科・・・・（ 募集定員の５０％以内 ） 

※特別枠は＋５％程度 
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４  願書等の出願期間及び提出  

 

（１）令和６年１月１５日（月）及び１６日（火）の２日間。受付時間は午前９時から午後４時までとす

る。郵送の場合もこの期限までに必着のこと。ただし、志願先高等学校長が特別の事情があ

ると認めた場合はその限りではない。 

（２）提出先： 沖縄県立中部商業高等学校長 宛 

 

５  提出書類及び入学考査料  

 

（１） 推薦入学志願書（推薦第１号様式） 

（２） 推薦申請書（推薦第２号様式） 

（３） 調査書（第２号様式） 

（４） 推薦入学志願者名簿（推薦第３号様式） 

（５） 確約及び証明書（第５号様式）（通学区域に関する規則別表第２に掲げる地域から出願する

者及び宮古島、伊良部島、石垣島、久米島の各地域から出願する者） 

（６） 写真票（推薦第６号様式） 

（７） 入学考査料 ２，２００円 

（８） 活動記録報告書（個性表現）（※６書類作成上の注意（６）を参照） 

 

６  書類作成上の注意  

 

（１） 推薦入学志願書、推薦申請書、調査書、推薦入学志願者名簿は、令和６年度 

「沖縄県立高等学校全日制・定時制課程入学者選抜実施要項」を参照のこと。 

（２） 推薦入学志願者名簿は、学科別に各一部作成して提出のこと。 

（３） 書類を訂正した場合は、作成責任者の訂正印を押印すること。ただし、推薦入学志願書、推

薦申請書に関しては志願者本人が訂正すること。 

（４） 生涯スポーツ科志願者は専攻競技（専門実技より選択）を、推薦入学志願者名簿（推薦第

３号様式）の備考欄に必ず記入すること。 

（５） 郵送で手続きをする場合は、必ず郵便書留で送付すること。 

（６） 上記「５ 提出書類及び入学考査料」の「（８）活動記録報告書（個性表現）」については、

「個性表現」で申請する志願者は全員提出すること。 

 

７  選抜方法  

 

中学校長から提出された推薦入学志願書、推薦申請書、調査書、面接および実技テストの結果に

基づき推薦入学予定者を決定する。（実技テストは生涯スポーツ科のみ） 

なお、「個性表現」の出願者については実技等の審査は実施しない。 
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８  面接、実技テストの日時および場所  ※実技テストは生涯スポーツ科のみ実施 

 

（１） 日 時：令和６年１月１８日（木） 集合１３：３０  面接１４：００～ 

（２） 場 所：本校体育館 

（３） その他：全志願者に、面接を行う。 

    生涯スポーツ科の志願者は、面接終了後に実技テストを行う。 

   （４）実技テストについて 

区 分 内   容 実施場所 

共通実技 

（２種目選択） 
立幅跳、メディシンボール投、20mシャトルラン 体育館 

専門実技 

（１競技選択） 

女子バスケットボール ・ 女子バレーボール 体育館 

野球（男子） ・ 陸上競技（男女） 運動場 

 

   （５）準 備 物：中学校指定体育着、体育館シューズ、運動靴、専門実技に必要な用具  

例）野球グローブ、陸上競技スパイク等 

   （６）特記事項 

① 専門実技で選択した競技（以下、専攻競技）を推薦入学志願者名簿の備考欄に記入すること。 

      ② 専攻競技の実技テストの詳細については、受検時に担当から提示・説明がある。 

      ③ 雨天時、野球及び陸上競技については、実技テスト実施場所を変更する場合もある。 

      ④ 本校入学後から在学中は、専攻競技の部活動に所属すること。 

 

９  選抜結果の通知および入学の確約  

 

（１） 選抜の結果については、令和６年１月３０日（火）までに、中学校の校長を通じて本人に通知する。 

（２） 入学確約書（推薦第５号様式）は、中学校等の校長を経由して、令和６年２月５日（月）までに 

提出しなければならない。 

（３） 入学確約書を提出した者は、県内外を問わず、他の公立高等学校（特別支援学校高等部を 

含む）に出願してはならない。 

 

１０  合 格 発 表  

 

令和６年２月５日（月）までに入学確約書の提出のあった者については、令和６年３月１４日（木）に

本校内で発表（掲示）する。発表(掲示)後、ホームページにも掲載する。 
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１１  そ の 他  

 

（１）推薦入学選抜の結果、不合格になった者は、県立高等学校の一般入学に出願することができる。

なお、この場合、沖縄県立高等学校全日制・定時制課程入学者選抜実施要項に定めるところにより、

あらたに関係書類を提出するものとする。ただし、当該出願に係る入学考査料については、入学考査

料減免申請書を提出したときは、免除するものとする。（領収書添付のこと） 

 

（２）推薦入学の選抜結果で不合格になった者が、再度本校の一般入試に出願する場合、県教育委員会 

が指定する委託・出張検査場で受検することができる。 
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一 般 入 学 

 

１  出 願 資 格  

 

（１）中学校等を募集年度の３月に卒業見込みの者 

（２）中学校卒業者（以下「過年度卒業者」という。） 

（３）学校教育法施行規則第９５条各号のいずれかに該当する者 

 

２  出願期間及び提出  

 

（１）入学志願の受付は、令和６年２月７日（水）、２月８日（木）の２日間とする。 

郵送の場合もこの期限までに必着のこと。ただし、志願先高等学校長が特別の事情があると 

認めた場合はその限りではない。 

（２）受付時間は、午前９時から午後４時までとする。 

（３）提出先： 沖縄県立中部商業高等学校長 宛 

 

３  出 願 手 続 き  

 

令和６年度「沖縄県立高等学校全日制・定時制課程入学者選抜実施要項」と本校の入学者

募集要項を熟読のうえ手続きをすること。 

ただし、県教育委員会が指定する委託・出張検査場対象志願者でも、生涯スポーツ科を第一 

あるいは第二志望で出願する場合は、実技試験のため本校にて受検するものとする。 

    

４  提出書類及び入学考査料  

 

（１）入学志願書（第１号様式） 

（２）調査書（第２号様式） 

（３）入学志願者名簿（第３号様式） 

（４)健康診断書（第８号様式） 

（過年度卒業者のみ提出。募集年度の１月以降に発行されたもの） 

（５）入学考査料 ２，２００円 

（６）入学考査料減免申請書（第１１号様式） 

（推薦入学の結果、不合格になった者のみとする。領収書を添付する。） 

（７）確約及び証明書（第５号様式）    

（通学区域に関する規則別表第２に掲げる地域から出願する者及び宮古島、伊良部島、石垣島、

久米島の各地域から出願するもの） 

  （８）写真票（第１５号様式） 
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５  書類作成上の注意  

 

（１）入学志願書、調査書、入学志願者名簿等は、令和６年度「沖縄県立高等学校全日制・定時制

課程入学者選抜実施要項」を参照のこと。 

（２）入学志願者名簿は、学科別に各１部作成して提出のこと。本校で、受検番号記入のうえ複写し、

各中学校長あてに返送する。 

委託、出張検査場での受検者は備考欄にその受検場名を記入すること。 

（３）書類を訂正した場合は、作成責任者の訂正印を押印すること。 

ただし、入学志願書は志願者本人が訂正すること。 

（４）第一及び第二志望で生涯スポーツ科に志願する者は、専攻競技（専門実技より選択）を入学

志願者名簿（第３号様式）の備考欄に必ず記入すること。 

（５）郵送で手続きをする場合は、必ず郵便書留で送付すること。 

 

６  志願変更及び手続き  

 

（１）志願変更申出期間 

令和６年２月１４日（水）及び２月１５日（木）の２日間とする。 

（２）前記（１）の受付時間は、午前９時から午後４時までとする。 

（３）入学志願書取り下げ及び再出願期間 

令和６年２月２０日（火）及び２月２１日（水）の２日間とする。 

（４）前記（３）の受付時間は、午前９時から午後４時までとする。 

（５）志願変更申出者が、変更可能人員を超過する場合は、本校入学者選抜委員長管理の 

   もとに抽選で決定する。抽選は、令和６年２月１９日（月）午後２時、志願者本人および出身中学

校長又はその委任を受けた者が行う。 

 

７  選 抜 方 法  

 

調査書（第２号様式）、学力検査の成績・面接及び実技テスト（実技テストは生涯スポーツ科のみ）の

結果に基づき総合的に行う。 
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８  学 力 検 査  

 

（１）学力検査の期日及び時間割表 

 

時 限 

 

月 日 

第１時限 

（10:00～10:50） 

（50分） 

第２時限 

（11:15～12:05） 

（50分） 昼 

 

食 

 

（55分） 

第３時限 

（13:15～14:05） 

（50分） 

第 １ 日 目 

３月 ６日（水） 
国   語 理   科 英   語 

第 ２ 日 目 

３月 ７日（木） 
社   会 数   学 

面   接 

実技テスト 

※受検生は、受検場には次のものを携行すること。 

  ＨＢ以上の濃さの黒鉛筆（シャープペンシルも可。鉛筆は和歌・格言等が印刷されているものは 

不可。）、プラスチック製の消しゴム、定規、コンパス（三角定規は可、分度器及び分度器機能付き

定規・コンパス、三角スケールは不可） 

※受検生は、検査時間中、携行品以外に次のものを机の上に置くことができる。 

  鉛筆キャップ、鉛筆削り（電動式・大型のもの・ナイフ類は不可。）、時計（ただし、辞書、電卓、端末

等の機能があるもの・キッチンタイマー・大型のものは不可。通信機能を持つウェアラブル端末等も

不可。）、眼鏡、ハンカチ（無地のタオルを含む）、目薬、ティッシュペーパー（袋又は箱から中身だ

けを取り出したの） 

 

※実技テストは生涯スポーツ科志願者のみ（第二志望者も含む） 

 

 

（２）集合時間および場所 

      ３月 ６日（水） 午前９時００分（本校体育館） 

      ３月 ７日（木） 午前９時３０分（各検査場） 

 

（３）検査場 

      ア 本 校 

      イ 令和６年度「沖縄県立高等学校全日制・定時制課程入学者選抜実施要項」に示された委託

検査場及び出張検査場 

 

ただし、生涯スポーツ科を第一、第二で志望する者は 

全員本校検査場で受検すること。 
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（４）日程表 

 

時    刻 時 間 第１日目（３月６日） 第２日目（３月７日） 

9時15分～ 9時45分 ３０分 受検生全員集合、点呼  

9時45分～10時00分 １５分 

教室入場、出欠調べ、 

検査の指示説明、 

問題配布 

教室入場、出欠調べ、 

検査の指示説明、 

問題配布 

10時00分～10時50分 ５０分 第１時限 ・・ 国語 第１時限 ・・ 社会 

10時50分～11時05分 １５分 《 休憩 》 《 休憩 》 

11時05分～11時15分 １０分 教室入場、問題配布 教室入場、問題配布 

11時15分～12時05分 ５０分 第２時限 ・・ 理科 第２時限 ・・ 数学 

12時05分～13時00分 ５５分 《 昼食 》 《 昼食 》 

13時00分～13時15分 １５分 
教室入場、出欠調べ、 

問題配布 
面   接：志願者全員 

実技テスト：生涯スポーツ科のみ 

13時15分～14時05分 ５０分 第３時限 ・・ 英語 

 

９  面接及び実技テスト  ※実技テストは生涯スポーツ科のみ実施 

（１）全志願者に、面接を行う。 

（２）生涯スポーツ科の志願者は、面接終了後に実技テストを行う。※第二志望者含む 
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（３）実技テストについて 

区 分 内   容 実施場所 

共通実技 

（２種目選択） 
立幅跳、メディシンボール投、20mシャトルラン 体育館 

専門実技 

（１競技選択） 

女子バスケットボール ・ 女子バレーボール 体育館 

野球（男子） ・ 陸上競技（男女） 運動場 

 

   （４）準 備 物：中学校指定体育着、体育館シューズ、運動靴、専門実技に必要な用具 

 例）野球グローブ、陸上競技スパイク等 

   （５）特記事項： 

① 専門実技で選択した競技（以下、専攻競技）を入学志願者名簿の備考欄に記入すること。 

      ② 専攻競技の実技テストの詳細については、受検時に担当から提示・説明がある。 

      ③ 雨天時、野球及び陸上競技については、実技テスト実施場所を変更する場合もある。 

      ④ 本校入学後から在学中は、専攻競技の部活動に所属すること。 

 

１０  合 格 発 表  

 

（１）令和６年３月１４日（木）の午前９時、本校内で発表（掲示）する。発表(掲示)後、ホームページ

にも掲載する。 

 

（２）高等学校長は、合格者に対し、入学志願書を提出した中学校等の校長を通じて合格したことを 

通知する。 
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第 ２ 次 募 集 

 

   推薦入学及び一般入学の合格者が募集定員に満たない学科において行う。 

 

 

１  出 願 資 格  

 

   学力検査を受検し、県立高等学校に合格しなかった者とする。 

 

 

２  出願期間及び提出  

 

（１）第２次募集の出願期間は、令和６年３月１５日（金）及び３月１８日（月）の２日間とする。 

郵送の場合もこの期限までに必着のこと。ただし、志願先高等学校長が特別の事情があると 

認めた場合はその限りではない。 

（２）受付時間は、午前９時から午後４時までとする。 

（３）提出先： 沖縄県立中部商業高等学校長 宛 

 

 

３  出 願 手 続 き  

 

志願者は、本校の２次募集を実施する学科に出願することができる。この場合、本校の他の学科に

第２志望を出願することができる。ただし、当該年度に学力検査を受検した本校の同一学科へは  

出願することはできない。 

令和６年度「沖縄県立高等学校全日制・定時制課程入学者選抜実施要項」と本校の入学者  

募集要項を熟読のうえ手続きをすること。 

    

 

４  提出書類及び入学考査料  

 

（１）第２次募集入学志願書（第９号様式） 

（２）調査書（第２号様式） （一般入学で提出したものと同じもの） 

（３）第２次募集志願者名簿（第１０号様式） 

（４）入学考査料 １，１００円 

（５）入学考査料減免申請書（第１１号様式）(領収書は添付しなくてよい) 

（６）確約及び証明書（第５号様式）（通学区域に関する規則別表第２に掲げる地域から出願する者

及び宮古島、伊良部島、石垣島、久米島の各地域から出願するもの） 
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  ５  書類作成上の注意  

 

（１）入学志願者名簿は、学科別に各１部作成して提出のこと。本校で、受検番号記入のうえ複写し、

各中学校長あてに返送する。 

（２）書類を訂正した場合は、作成責任者の訂正印を押印すること。 

ただし、第２次募集入学志願書は志願者本人が訂正すること。 

（３）第一及び第二志望で生涯スポーツ科に志願する者は、専攻競技（専門実技より選択）を第２次

募集志願者名簿（第１０号様式）の備考欄に必ず記入すること。 

（４）郵送で手続きをする場合は、必ず郵便書留で送付すること。 

 

６  志願変更及び手続き  

 

令和６年度「沖縄県立高等学校全日制・定時制課程入学者選抜実施要項」に基づき所定の  

手続きを行うこと。なお、郵送による２次志願変更の受付及び入学志願書類の返却は、原則として 

行わない。 

 

入学志願書取り下げ及び再出願期間 

令和６年３月１９日（火） 

受付時間は、午前９時から午後４時までとする。 

   

７  選 抜 方 法  

 

調査書（第２号様式）、学力検査成績証明書(第14号様式)・面接及び実技テストの結果に基づき

総合的に行う。（実技テストは生涯スポーツ科のみ実施する） 

 

８  面接、実技テストの日時および場所  ※実技テストは生涯スポーツ科のみ実施 

 

（１）日 時：令和6年３月25日（月） 集合10：００  面接10：２０～ 

（２）場 所：本校体育館ほか 

（３）全志願者に、面接を行う。 

          生涯スポーツ科の志願者には、面接後実技テストを行う。※第二志望者含む 

      （４）実技テストについて 

区 分 内   容 実施場所 

共通実技 

（２種目選択） 
立幅跳、メディシンボール投、20mシャトルラン 体育館 

専門実技 

（１競技選択） 

女子バスケットボール ・ 女子バレーボール 体育館 

野球（男子） ・ 陸上競技（男女） 運動場 
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     （５）準 備 物：中学校指定体育着、体育館シューズ、運動靴、専門実技に必要な用具  

例）野球グローブ、陸上競技スパイク等 

     （６）特記事項： 

① 専門実技で選択した競技（以下、専攻競技）を第２次募集志願者名簿の備考欄に記入する

こと。 

        ② 専攻競技の実技テストの詳細については、受検時に担当から提示・説明がある。 

        ③ 雨天時、野球及び陸上競技については、実技テスト実施場所を変更する場合もある。 

        ④ 本校入学後から在学中は、専攻競技の部活動に所属すること。 

 

９  合格発表  

 

（１）令和６年３月２７日（水）の午前９時、本校において発表（掲示）を行い、あわせて速やかに        

ホームページにも掲載する。 

 

（２）高等学校長は、合格者に対し、入学志願書を提出した中学校等の校長を通じて合格したことを   

通知する。 

 

 

追 検 査 

 

インフルエンザなど学校保健安全法で出席停止の扱いが定められている感染症、急な入院等、やむを

得ない事由により、学力検査の全部又は一部を受けることができなかった者は、追検査を受検することが

できる。また、追検査で不合格となった者は追検査第２次募集へ出願することができる。 

追検査の期日は、令和６年３月１８日（月）及び１９日（火）とし、追検査第２次募集の期日は３月２６日

（火）とする。 

追検査の合格発表は、令和６年３月２５日（月）とし、追検査第２次募集の合格発表は、３月２７日（水）

とする。 

その他詳細については、別に定め、該当する出身中学校を通じて受検生へ通知する。 
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Ⅰ 令和６年度推薦入学者判定基準 

 

１．出願資格 

    次の(1)及び(2)に該当する者で、中学校長が推薦する者 

   (1) 沖縄県内の中学校を募集年度の３月に卒業見込みの者 

   (2) 推薦入学志望学科に対する目的意識が明確であり、かつ、当該学科への興味、関心及び適性を

有する者 

 

２．審議事項 

(1) 勤怠状況 

①原則として、第３学年で正当な理由のない欠席が１０回未満の者 

②原則として、３か年間の欠席の合計が２０回以下である者 

 

(2)  諸活動の実績もしくは表現 

①自己表現においては、優れた実績等のある者 

②個性表現においては、その内容について表現できる者 

③生涯スポーツ科においては、専攻競技の技能が優れている者 

 

(3） 内申点 

原則として、３か年の評定平均が３．０以上であり、かつ、第３学年に評定１のない者 

 

(4)  行動の記録 

行動等の記録が良好である者 

 

(5) 面接 

面接の態度が良好である者 

 

 

Ⅱ 令和６年度入学者選抜判定基準(一般入学・第 2次募集) 

 

１．出願資格 

(1)  一般入学 

ア 中学校を募集年度の３月に卒業見込みの者 

イ 中学校卒業者（以下「過年度卒業者」という。） 

ウ 学校教育法施行規則第 95条各号のいずれかに該当する者 

(2)  第２次募集 

合格者が募集定員に満たない学科において、第２次募集を行うものとし、出願できる者は、学力検

査を受検し、県立高等学校に合格しなかった者とする。ただし、本年度に学力検査を受検した本校の

同一学科に出願することはできない。 

 

２．選抜人数 

(1) 一般入学定員  ＝ 募集定員 － 推薦入学合格者数 

(2) 第２次募集定員 ＝ 募集定員 － 推薦入学合格者数 － 一般入学合格者数 
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３．選抜方法 

受検者の内申補正合計点と学力検査合計点との相関表を作成し、各々の平均点と標準偏差を基礎

にして、得点の相関関係及び総合成績上位の者から、下記の(1)から(4)の方法によって合否を判定 

する。 

  ただし、判定にあたっては、各学科の特色に応じ、教育的配慮の基に行うものとする。 

 

（1） 出身中学校長から提出された調査書（第２号様式）、学力検査等の成績及び面接の結果を基に

して選抜を行う。 

（2） 選抜は、調査書及び学力検査等の成績を資料として行い、調査書と学力検査等の成績の比重は、

５対５とする。 

（3）各圏の設定の仕方 

①Ａ圏 

内申点、学力検査点に基づいて募集人員（推薦合格人員を除く、以下同じ）の８０％程度の 

人数が含まれるように範囲を設定してＡ圏とする。 

②Ｂ圏 

募集人員の１１０％程度が含まれるように範囲を設定し、それからＡ圏を除いた者をＢ圏とする。 

③Ｃ圏 

Ａ圏とＢ圏を除いた残りをＣ圏とする。 

（4）審議の手順 

①Ａ圏の中で下記の条件１のいずれかに該当する者以外は合格者とする。 

②Ｃ圏の中で条件２のいずれかに該当する者以外は不合格とする。 

③Ｂ圏の者に①②で保留になった者を含めて条件１、条件２と照らし合わせ総合的に判断し、合格

者を決定する。 

 

－条件１－ 

(a)第３学年に正当な理由のない欠席１０日以上の者 

(b)３年間の勤怠状況の合計が著しく不良の者 

 （３か年の欠席の合計が３０回を超える者。） 

(c)行動等の記録に好ましくない記載がある者、または３か年間の行動の記録に○がない者 

(d)第３学年に、評定１のある者 

(e)学力検査点で１桁の科目がある者 

(f)生涯スポーツ科においては、実技テストで評価Ｂ、Ｃのある者 

(g)面接の態度が悪く、評価Ｃである者 

(h)受検の態度・服装容儀が著しく悪い者 

 

 

－条件２－ 

(a)特別活動・諸活動・特技・資格など著しく良い者 

 (b)学力検査点が著しく高い者 

 (c)内申点が著しく高い者 

 (d)観点別学習状況が著しく良い者 

 (e)生涯スポーツ科においては、実技テストで評価特Ａ・Ａのある者 
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令和６年度沖縄県立中部商業高等学校推薦入学 

活動記録報告書（個性表現） 

中学校名  氏名  

 

１． 活動分野・内容 （下記（ア）～（エ）の中から該当するものに○をつけ、具体的な活動を記入） 

（ア）音楽、美術及び書道等の芸術分野     （イ）文芸及び研究等の分野 

（ウ）舞踊、創作ダンス及び手話等の身体的活動を伴う分野 

（エ）留学等の体験的活動を伴う分野 

具体的な活動内容： 

２． 上記の活動内容について、日頃から取り組んでいること、努力していること 

 
 

 

 

 

 

３． 上記の活動から学んだこと 

 

 

 

 

 

 

４． 高校入学後の目標は何ですか。また、上記の活動を高校生活にどのように活かしていきますか 

 

 

 

 

 

 
 

 

受検番号 ※ 


